
地域研究委員会分科会の設置について 

 

 

分科会等名：縮小社会の地域構想分科会 

 

１ 所属委員会名
（ 複 数 の 場 合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

地域研究委員会 

２ 委員の構成 30名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的  日本は、人口減少が不可避であることによる社会の規模縮小

に直面し、経済的にも苦境に立たされている。これに並行し

て、外国人の受け入れ増加によるエスニシティの多様化や、ラ

イフコースの変容などによって、社会の多様性が増大してお

り、より包摂的な社会の実現が課題となっている。 

本分科会は、社会の規模縮小と多様性の増大に起因する諸課

題に対してレジリエンスの高い地域のあり方について、ソフ

ト・ハードの両面から構想することを目的とする。本分科会

は、地域研究分野の研究者を中心に分野横断的に参加者を募

り、実証的分析と規範的議論の両面から、社会政策並びに国土

政策に資する意思の表出を目標に据えて活動する。 

４ 審 議 事 項 縮小社会の諸課題に対してレジリエンスの高い地域の実現に係

る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 令和５年12月22日 ～ 令和８年９月30日 

６ 備    考  政治学委員会人口減少下の行政・地方自治分科会と恒常的に

意見交換を行う。 

  

75




